
自治体広報誌を通じた暖房の省エネ行動促進実証
Experiment to promote energy-efficient heating behavior through city's PR magazines

北海道では灯油暖房によるエネルギー消費が家庭からのCO₂

排出量の45％と多くを占める。

北海道の家庭では7割が設定温度で暖房を調節しており、こ

のうち6割の家庭が設定温度を22℃以上と高く設定している。

暖房設定温度の緩和を促すメッセージをナッジを活用して作成、

自治体広報誌を通じて情報発信し、実フィールドで効果検証す

ることを目的とした。
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１. 背景・目的 ２. 実証設計

① 同規模（人口5万人未満）の道北・道南の4町をフィールドに、

各町の町内会を実験群と対照群にランダムに分類 (RCT)

② 実験群にはナッジを活用し、対照群にはナッジを活用しない

（通常版）、暖房の省エネ行動を促すチラシを作成

③ 各群の世帯に自治体広報誌の折込チラシとして情報発信

④ チラシで誘導するアンケートの回答率と、アンケートで把握す

る省エネ暖房意向を群間比較してナッジの効果を検証
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アンケートにご協力ください

北海道庁では、暖房の使い方等に関するアンケートを実施しています。

ご回答いただいた方の中から 抽選で150名の方に 、QUOカード500円分

を差し上げます。(※)

二次元コードから専用サイトにアクセスするだけで、簡単に回答すること

ができますので、皆さまのご協力をよろしくお願いします。

(※)対象の4町合わせて150名。回答は1世帯1回のみとさせていただきます。
また、当選者へのお知らせは、商品の発送をもって代えさせていただきます。

回答は
こちらから

⇩ ⇩ ⇩

北海道では、2050年までに温室効果ガス排出量と森林等による吸収量を均
衡させて、実質ゼロにする「ゼロカーボン北海道」の実現を目指していま
す。

北海道は、積雪寒冷な気候特性から、冬季の暖房用灯油など化石燃料の使
用量が多く、全国に比べ家庭部門における温室効果ガス排出量の割合が高
くなっています。

原油価格高騰により、暖房代も高くなることが見込まれる今年の冬は、ご
自宅での過ごし方や暖房の使い方を見直して、省エネに取り組んでみませ
んか。暖房代の節約にもつながります。

北海道庁から『暖房の使い方』に関するお願いです

対象 松前町、知内町、東神楽町、美瑛町にお住まいの方

目的
ゼロカーボン北海道の実現に向けて、道民の皆さまに
「脱炭素型ライフスタイル」への転換を促すため、暖
房の使い方等を調査します

回答方法
二次元コードから専用サイトにアクセスの上、ご回答
ください

回答期限 令和4年(2022年)11月30日（水）まで

【具体的な取組の例】

⚫ 厚着をしたり、日差しを取り入れて、暖房の設定温度を下げる

⚫ 扇風機やサーキュレーターを活用して、暖かい空気を循環させる

⚫ 秋や春はエアコンで暖房する

【発行】北海道環境生活部ゼロカーボン推進局ゼロカーボン戦略課
（お問い合わせ：011-204-5334）

【協力】松前町、知内町、東神楽町、美瑛町

ゼロカーボン北海道の実現に向けて

QUOカード500円分が当たるアンケートにご協力ください！

北海道庁から松前町の皆さまへ

スマホでカンタン!
アンケート回答

服を１枚プラスして
暖房設定を２℃マイナスしてみませんか？

ゼロカーボン北海道の実現に向け暖房の使い方等を調査します。

令和4年（2022年）11月30日（水）まで

目的

期間

二次元コードから専用サイトにアクセスしてご回答ください。

回答者のうち、抽選で限定150名（4町合計）に

QUOカード500円分をお贈りします。

回答
方法

松前町、知内町、東神楽町、美瑛町にお住まいの方対象

カーディガンを着ると体感温度は+2.2℃、

快適性はそのままに暖房費を節約できます。

北海道では、温室効果ガス排出削減のため、ご家庭でできる省エネを呼び掛けています。

“すぐにできる” 暖房節約方法をぜひお試しください。

年間節約額

約4,300円

発行： 北海道環境生活部ゼロカーボン推進局ゼロカーボン戦略課

協力： 松前町、知内町、東神楽町、美瑛町

お問い合わせ先： 011-204-5334

今年の灯油価格は去年の約1.3倍、約2.7万円増です。

（出典） 体感温度と灯油削減効果： 経済産業省北海道経済産業局「実践！おうちで省エネ（2020年度版）」

灯油価格と年間節約額の灯油単価：経済産業省資源エネルギー庁「石油製品価格調査 民生用灯油（給油所以外） 北海道の配達価格」

3. ナッジを活用した検証メッセージの設計

4. 実証結果 5. 考察

ナッジ版チラシは通常版に比べ、アンケート回答率が1.3倍

（0.6pt）高かった。

通常版群と比べ、ナッジ版群は「厚着して設定温度を控えめ」

等の実施意向が10ポイント以上高かった。昨冬の実施率には差

がなかったことから、ナッジ版チラシの提示効果と考えられる。

折込チラシの受取から設定温度変更までを行動プロセスマップ

に落とし込みボトルネックを分析し、各プロセスの課題ごとに、

EAST*の各要素でナッジの活用を検討した。
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クリスト型フレームワーク、英国のThe Behavioural Insights Team（BIT）が開発
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ゼロカーボン北海道の実現に向けて

p < 0.05

暖房省エネ意向

実証結果から、広報誌を通じた情報発信へのナッジ活用で住

民の関心を高め、省エネ対策の実施意向を高められることが確

認された。省エネ行動に限らずナッジ活用は住民との接点の多い

市町村の施策効果を高めるために効果的と考えられる。

地域別の分析から、道北ではセントラル暖房が、道南では灯

油ストーブが多いなど暖房設備や使用方法に違いが見られ、暖

房の省エネ実施状況にも差が見られた。

施策展開時には、地域の暖房の使い方に合わせて推奨する

対策を選定することで、啓発効果を高められると考えられる。

本研究は北海道環境生活部委託事業「令和４年度脱炭素社会に向けた行

動変容促進事業」の一環として、北海道松前町、知内町、東神楽町、美瑛町

の協力を得て実施した成果である。ここに記して関係諸氏に謝意を表す。

ストーブ類の設定温度（n=1,064）

（注） 暖房にストーブ類を使用しており、暖房を設定温度で管理する北海道在住の家庭
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